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観察・実験の実施

結果の整理

考察や結論の導出

自然事象に対する気づき

問題の見いだし

予想・仮説の設定

検証計画の立案見通し ふり返り

【図1】資質・能力育成のために，重視すべき学習過程（例）

【図２】小学校理科において育成すべき資質・能力

　　　 自然の事物・現象の変化や
はたらきについて，その要
因や規則性，関係を多面的
に分析し考察して，より妥
当な考えをつくりだす力

　　　 予想や仮説などをもとに質
的変化や量的変化，時間的
変化に着目して解決の方法
を発想する力

　　　 見いだした問題について既習事
項や生活経験をもとに根拠のあ
る予想や仮説を発想する力

　　　 比較を通して自然の事物・
現象の差異点や共通点に気
づき，問題を見いだす力

思考力･判断力･表現力等
教科等の本質に根差した見方や考え方等

個別の知識や技能 学びに向かう力，人間性等
情意，態度などに関わるもの

知っていること・
できることをどう使うか

何を知っているか，
何ができるか

どのように社会・世界と関わり
　よりよい人生を送るか

■  自然に親しむ態度

■   失敗してもくじけずに挑戦する
態度

■  科学することのおもしろさ

■   科学的な根拠に基づき判断する
態度

■   問題解決の過程に関してその妥
当性を検討する態度

■   知識・技能を実際の自然事象や
日常生活などに適用する態度

■   多面的，総合的な視点から自分
の考えを改善する力

■   自然事象に関する性質や基本的な
概念，規則性などの体系的な理解

■  理科を学ぶ意義の理解

■   科学的に問題解決を行うために
必要な観察・実験などの基礎的
な技能（安全への配慮，器具な
どの操作，測定の方法，データ
の記録等）
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